
仲間とのコミュニケーションが大切。頑張る新米漁師
つ る た え い じ

諫早湾漁業協同組合 鶴田 英治さん ３７歳

鶴
田
さ
ん
は
、
三
代
続
く
漁
家
の
出
身
。
公

認
会
計
士
を
目
指
し
、
大
学
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
会
計
士
の
夢
は
叶
わ
ず
、
愛

知
県
に
あ
る
ア
パ
レ
ル
関
係
の
会
社
へ
就
職
し

ま
し
た
。
会
社
で
は
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

を
務
め
、
収
入
な
ど
待
遇
の
面
で
不
満
は
無

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
平
成
二
十
一
年
に
会
社

を
退
職
し
、
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

帰
郷
後
は
、
し
ば
ら
く
佐
賀
県
の
会
社
に
勤

め
て
い
ま
し
た
が
、
知
人
か
ら
の
勧
め
で
漁
協

の
直
売
所
で
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
直
売

所
に
三
年
間
務
め
た
お
陰
で
、
地
域
漁
業
の
こ

と
、
漁
業
者
の
こ
と
が
少
し
づ
つ
分
か
る
よ
う

に
な
り
、
漁
業
は
努
力
次
第
で
収
入
を
上
げ
ら

れ
る
魅
力
的
な
仕
事
と
考
え
、
令
和
二
年
か
ら

二
年
間
、
県
の
漁
業
研
修
を
受
け
た
後
、
令
和

四
年
八
月
か
ら
漁
業
に
就
業
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
父
親
の
も
と
で
小
型
定
置
網
や
カ

キ
養
殖
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
よ
う
や

く
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
父
親
か
ら
事
業
の
承
継
を
受
け
、

近
々
、
漁
業
経
営
者
と
し
て
独
立
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鶴田 英治 さん

鶴田さんの本音チャート

鶴田さんの一日

家族（母）の声
定置網や養殖の仕事を一人でできるようになり、喜んでいます。
主人のあとを継ぎ、今度漁協の組合員にもなりますので、 自分の家族を
養うため、しっかり頑張ってほしいと思います。

漁業研修を経て、漁業就業

３６歳２３歳
地元にUターン

仕事へのやりがいを感じられなく
なり、会社を退職。
地元にUターン。

２１歳
県外の会社に就職

経歴

漁業暦１年

小学生の漁業体験

漁業以外の活動の様子

イワガキの養殖

鶴田さんは、小型定置網漁業とカキ養殖業を営まれています。

地図

漁業就業を目指す方へ
漁業は、自然相手の仕事なので、好不漁の波はありますが、努力次第で
自分の思うような収入を上げることができます。
海が好きな人にとっては、まさに天職。魅力的な仕事ではないでしょうか。
農業と違い、漁業は個々の仕事のイメージがありますが、漁協の青壮年
部に入り、仲間からいろんなことを教えてもらっています。
ヨコの繋がり、仲間とのコミュニケーションは大切だと思います。

漁協青壮年部の活動
青壮年部では、毎年地元の
小学生を招いて、カキ養殖
の漁業体験を行っています。
また、新たな養殖としてイワ
ガキの養殖にチャレンジして
います。
鶴田さんも漁協青壮年部の
活動には積極的に参加し、
仲間とのコミュニケーション
を大切にしています。

年間操業スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

小型定置網

採　介

○小型定置網の操業
朝６時に出港。港から漁場までの時間は約１０分。
定置網に入った魚を取り上げた後、７時に帰港。
港に戻ってから魚の選別、箱詰めなどの出荷作業
を行います。
獲れた魚は、近くの魚市場や漁協直売所に出荷し
ます。

○カキの養殖
5月頃にカキ種苗が付いたコレクター（ホタテ
貝殻）１０～１５枚を５～７ｍのロープにはさ
み込み、沖の養殖イカダから垂下します。

○海上又は陸上作業
出荷が終了した後、海上で養殖カキの手入れ作業
や陸上で定置網の修理などを行います。
定置網は、網が汚れると魚が獲れなくなるので、
春は2週間ごと、秋は1ヶ月ごとに網の入れ替え
作業を行います。

※定置網漁業について
イカリなどを使って魚の通り道（魚道）に相当の
期間にわたり漁具を設置して、網に入った魚を獲
る漁法。漁具を設置する水深によって大型定置網
と小型定置網に分けられます。
鶴田さんの定置網は、水深の浅い漁場に設置され
る小型定置網で、コノシロ、イシモチ、スズキ等
様々な魚が獲れます。

諫早湾漁協

小型定置網

カキ養殖

愛知県のアパレル関係の会社
に就職。マネージャー等として
多忙な日々を送る。

２年間の漁業研修終了後、父親
のもとで漁業就業。

〇海上作業
１１月頃に船上でロープからカキとコレクター
を取り外し（脱貝・洗浄）、カキに付着したフ
ジツボなどを掃除した後、丸カゴに移し替え、
出荷まで養殖イカダから垂下します（養成）。
出荷は、１２月頃から始まり、鶴田さんは１日
に約１００kgのカキを漁協に出荷します。

※７～８月
クラゲすくい網
（雇われ）
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収入

家族・友人関係

趣味と学び

自由時間

※カキ養殖について
海上のイカダからカキ種苗の付いたコレクター
をつり下げる養殖のほか、干潟に杭を立てて
ケーブルを張り、それにカキ種苗（シングル
シード）の入ったバスケット（プラスチック
製の円筒状のカゴ）をつり下げる養殖が行わ
れています。

カキ養殖

起床・身支度 6:00

朝食

出港・海上作業 7:00

カキ脱貝、水洗い

貝掃除（手作業） 10:00

フジツボ落とし

昼食（船上） 12:00

海上作業（続き） 13:00

丸カゴに入れて垂下

帰港 15:00

帰宅 16:00

夕食 17:00

入浴 17:30

自由時間

18:00

就寝 21:00

小型定置網

起床・身支度 5:00

朝食

出港・取り上げ 6:00

帰港・出荷作業 7:00
選別、箱詰め、運送

海上又は陸上作業 8:00
カキ手入れ、網修理

昼食 12:00

海上又は陸上作業 13:00

（続き）

帰宅 17:00

夕食 18:00

入浴 19:00

自由時間
19:30

就寝 21:00


